
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｆ－１９－２

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

国際共同研究加速基金（国際共同研究強化）

2019～2016

政党マニフェストの時系列データ構築と政策位置の推定（国際共同研究強化）

Establishing time-series databases of party manifestos and estimating party 
positions(Fostering Joint International Research)

３０４５７８１６研究者番号：

日野　愛郎（Hino, Airo）

早稲田大学・政治経済学術院・教授

研究期間：

１５ＫＫ０１３６

年 月 日現在  ２   ７   ６

円    11,800,000

研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、日本における政党の選挙公約、ならびにマニフェストを通時的に
収集し、計量テキスト分析の手法を用いて政党位置を推定することである。アーカイブ化・テキスト化を進め、
資料、テキストデータとして広く公共財として利用できるよう準備を進めた。wordfishのモデルなどをもとに政
党位置を推定したところ、比較マニフェストプロジェクトや専門家調査の政策位置に概ね相似していたが、一部
違いも見られた。

研究成果の概要（英文）：　The aim of this project is to collect party manifestos in Japan 
longitudinally and to estimate party positions based on their texts using relevant scaling methods. 
To this end, party manifestos in digital form and its texts are archived for future public use. 
Party positions estimated based on text data are largely similar to those available from existing 
data such as the Comparative Manifestos Project and expert surveys but also yield a slightly 
different picture that needs to be further studied. 

研究分野：選挙研究　政党研究

キーワード： 政党マニフェスト　選挙公約　計量テキスト分析　教師なし学習　Wordfish　政策位置　比較マニフェ
ストプロジェクト　専門家調査
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、政党の政策を分析する際に基礎データとなる政党マニフェストを収集・アーカイブ化
し、テキスト化したことである。これにより、今後テキストデータとして様々な分析に利用可能となる。また、
本研究には現実政治の理解を深めるという社会的意義もある。それは、政党の立ち位置を再現可能な形で提示す
ることにより、政党や政党間の関係について印象論から離れて客観的に理解することの助けになるからである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 政党マニフェストの研究は、1970年代以降英国エセックス大学におけるマニフェスト・リサ
ーチ・グループ（Manifesto Research Group: MRG）が構築した政策の分類枠組みを皮切りに、
近年ではベルリン社会科学研究センターを拠点とする比較マニフェストプロジェクト
（Comparative Manifestos Project: CMP）、ならびに政治代表に関するマニフェスト研究
（Manifesto Research on Political Representation: MAPROR）プロジェクトへと発展を遂げている。
このアプローチでは、56種類の政策分野から成るコーディング表をもとに、コーダーがマニフ
ェストを分節ごとに分類する。その成果は Budge et al.（Mapping Policy Preferences, Oxford 
University Press, 2001）や Klingemann et al.（Mapping Policy Preferences 2, Oxford University Press, 
2006）にまとめられ、OECD諸国における各選挙を対象にしたデータセットは、アメリカ政治
学会の 2003年Best Dataset Awardに表彰されるなど、比較政治研究において広く使われている。 
 日本は上記の CMP、MARPOR プロジェクトにおいて当初より収集・コーディングの対象と
なってきたことや、日本独自の選挙公約の研究が発展してきたため、マニフェストや選挙公約
の研究に関しては豊かな蓄積がある。一方で、マニフェストの文書やテキストを体系的にアー
カイブ化し、近年急速に発展を遂げる計量テキスト分析の利用を促す取り組みはなされてこな
かった。上記の状況に鑑み、本研究は日本におけるマニフェストや選挙公約を通時的に収集・
テキスト化し、適切なコーディング技法を用いて政党の位置を推定することを試みた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は基課題である若手研究（B）「政党マニフェストの時系列データ構築と政策位置の推
定」（平成 25年度～平成 28年度）を発展させ、政党の選挙公約、ならびに政党マニフェストを
時系列に収集し、適切なコーディング技法を用いながら、各政党の政策位置を推定することを
目的としていた。政治学において高い資料的価値を持つ政党の選挙公約を収集し、最先端のコ
ーディング技法を用いることにより、各政党の政策位置の推定の妥当性と信頼性を高めること
が研究の狙いであった。政治テキストを用いた文書分類等の最先端の研究を行っている Luigi 
Curini氏が所属するイタリア・ミラノ大学に渡航し、共同研究を行った。 
 
３．研究の方法 
 
 基課題において収集した政党マニフェストをもとに、新たに国政選挙が行われたことを踏ま
えてデータベースを更新した。その結果、1996 年から 2017 年までに実施された衆院選・参院
選における政党マニフェスト 161本をPDF形式のファイルのデータベースとしてまとめられた。
次に、PDFファイルを OCR（光学的文字認識）処理し、さらに必要に応じて手作業での修正を
おおなった。OCR処理の精度が低かった 38本のマニフェストについても手作業で修正した。 
 マニフェストごとに形態素解析を行い、「マニフェスト文書×抽出語」のデータ行列
（Document-Term Matrix）を作成した。このデータ行列をもとに、教師なし学習モデルである
wordfish（Proksch and Slapin, 2009: http://www.wordfish.org/）の分析を行った。wordfishは単語の
出現がポワソン分布に従うことを仮定したモデルであり、一次元上に単語（β）、ならびにア
クター（ω）の位置を推定することが可能となることを利用した（下記式参照）。アクターの
固定効果（α）、単語の固定効果（Ψ）も加えた上で、βと ωを推定した。 
 
  
 
 
 
 
 本研究では、Rの quantedaパッケージを使用した。下記の分析では、ωを θ （theta）と表記
する。同一政党から複数の文書が出ている場合は最も長いテキストを用いて推定した。wordfish
は訓練データの作成を必要としないため、選挙ごとの争点に応じて特徴語を捉え、アクター（政
党）間の位置を推定する目的に適っている。一方、1996 年から 2017 年までの時代の移り変わ
りに応じた言葉の変化に対応するため、選挙ごとに分析するパターンと全データをプールして
分析するパターンの両方を試し、結果の頑健性を確認することにも留意しながら進めた。 
 また、wordfish を通じて推定された政党位置の妥当性を確認するために、これまでの蓄積さ
れてきた比較マニフェストプロジェクト（CMP）と専門家調査（expert survey）によるデータ
との重なり具合を確認し、乖離している場合には、その背景要因を探ることにした。 
 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
 上記の wordfish（WF）、比較マニフェストプロジェクト（CMP）、専門家調査（Expert Survey：
EXP）の 3つにより推定された政党位置を、比較可能な 1996年から 2014年までの各選挙にお
いて標準化して同じ一次元に並べたものが図 1 である。CMP で一般的に使用される右－左の
Rile (Right-Left) 指標は 26項目から構成されており、右の政策項目に割り当てられたパーセン
テージと左の政策項目に割り当てられたパーセンテージの差である。また、専門家調査の
Right-Left指標（Left=1、Right=20）は 20段階での専門家による評価の平均値である。表 1は、
上記WF、CMP、EXPの 3つによる各党の測定値の相関係数を示したものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1． wordfishと CMPおよび専門家調査*による政党の位置推定の比較（1996～2014衆院選） 
※指標は全て標準化済み（*東京大学加藤淳子研究室 政党の政策位置についての専門家調査） 
 
表 1．wordfish、CMP、専門家調査による政党位置の相関係数 

選挙年 WF*CMP WF*EXP CMP*EXP 

1996 -.78 .68 -.20 

2000 .86 .92 .98 

2003 .42 .38 .92 

2005 .60 .44 .67 

2009 .43 .40 .90 

2012 .09 .47 .81 

2014 .21 .29 .89 

平均 

（96年除く） 

.43 .48 .86 

 
 図 1、表 1 が示す通り、wordfish により推定された政党位置が比較マニフェストプロジェク
トや専門家調査の結果と近似している選挙とそうでない選挙がある。前者は 2000年総選挙が該
当する。この選挙では、3 つの測定値ともに共通して右から自民、公明、民主、共産の順に並
んでいる。時系列で一貫して比較可能な政党だけに限っているが、2000年のマニフェストテキ
ストのみで一次元に並べた結果（図 2）を見ても、概ね妥当な政党の配置になっている。表 2
において wordfish と比較マニフェストプロジェクト（CMP）、専門家調査との相関係数が.86
や.92と高い値を示していることも 2000年総選挙における妥当性の高さの証左となっている。 
 一方で、相関係数が低い値の留まる選挙も見られた。例えば、2014年の総選挙（図 3）は、
比較マニフェストプロジェクト（CMP）、専門家調査との相関係数が.21 や.29 といった低い値
であり、その他の選挙も概ね相関係数は低い値に留まっている。この傾向は、2009年以降の選
挙において顕著である。図 1の各党の位置との比較から、民主党が 2009年以降自民党や公明党
の位置に接近していることが確認できる。この民主党の自民党や公明党への接近は比較マニフ
ェスト研究や専門家調査の結果からは確認できない。主に民主党の位置をめぐる wordfishの結
果とその他の調査の結果の乖離が全体の相関係数を押し下げていると考えて良いであろう。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2．2000年衆院選における各党の位置推定 
 

 
図 3．2014年衆院選における各党の位置推定 
 
 この wordfishの推計による民主党の右傾化を考える上で 1つの可能性として指摘できるのは、
2009 年の政権交代以降、民主党のマニフェストの言語が与党化したという点である。図 4 は、
相関係数が低かった2014年総選挙における全ての政党のマニフェストテキストをもとに5回以
上使用された名詞をβ係数とΨ係数（単語の固定効果）の 2次元でプロットしたものである。
赤字は、共産党マニフェストに一度も言及されず、自民党マニフェストに頻出する名詞上位 10
語（人材、対応、わが国活性、連携、行政、施設、資源、創出、着実）と自民党マニフェスト
に一度も言及されず、共産党マニフェストに頻出する名詞上位 10語（共産党、増税、戦争、政
党、暴走、富裕、反対、税収、中止、配当）である。これらの単語の配置から導かれる 1つの
解釈は、β係数の次元は与党・内閣の言語と野党言語の対立軸であるというものである。 
 

 
図 4．2014年衆院選におけるマニフェストに使用された名詞のプロット 
 
 この点について、共同研究者の Luigi Curini 氏と国会議事録のテキストデータをもとに同じ
wordfish による分析を行ったところ、同様に与党と野党の対立軸を示す次元が抽出された。図
5は、自民党と社会党の位置が 1993年の政権交代時に入れ替わっており、2009年の政権交代時
には自民党と民主党の位置がほぼ逆転していることを示している。国会における審議は選挙に



おいて主に有権者に向けたメッセージであると考えられる政党マニフェストと性質が異なるも
のの、wordfish が与党言語、野党言語を中心とする次元を抽出する可能性があることを示唆す
る結果となっている。Luigi Curini氏との共著論文は Government and Opposition誌に掲載した。 
 

 
図 5．国会議事録データをもとにした政党の配置（1953年～2013年） 
 
 このように、wordfish によって抽出される次元は、右左のイデオロギーの対立軸を示してい
るか、与党・野党の対立軸を示しているかは、今後引き続き検証していく必要がある。解釈は
いずれにせよ、wordfish が示してくれる政党間の距離は各党のマニフェストにおける単語の使
用頻度から得られたものである。したがって、次元の中身は何にせよ政党間の距離を示してい
ることを踏まえて、政党システム全体の分極化の度合いを表すことができるはずである。図 5
は、政党システム分極化の指標として用いられる Dalton (2004)に従い、分極化の度合いの変化
を 1996年から 2017年まで示したものである。選挙ごとに推定すると wordfishのモデル上一定
になるため、当該期間における全てのマニフェストテキストをプールして推定を行っている。 
 

 
図 6．マニフェストテキストに基づく政党システム分極化（1996年～2017年） 
 
 図 6が示す通り、政党システムの分極化の度合いは、1996年から近年の選挙にかけて上昇傾
向にあることが分かる。分極化の意味合いが、仮に与野党の対立度合いを示しているとすれば、
政党間の対立が 2005年の郵政選挙や 2014年、2017年の選挙で相対的に大きかったことを意味
する。いずれにせよ、次元の解釈を引き続き検討することが今後の課題となる。 
 また、wordfish は訓練データを必要としない点で簡便である一方、抽出された次元の解釈が
定まらないというデメリットがあることも指摘しておく必要があろう。上記の Luigi Curini氏と
の共著論文においては、与野党の対立状況が内閣の生存確率や法案が成案となるスピードとの
関連性を見ることで抽出した次元の妥当性を確認している。同様に、マニフェストテキストに
基づく分極化の変化と選挙や議会における様々な事象との関連を見ることにより外的な妥当性
を確認していくことが今後涵養となるであろう。 
 
注記：本報告書は下記の報告に基づいている。 
 
日野 愛郎、千葉 涼、吉光寺 智紀「計量テキスト分析による政党システム分極化の測定－政党
マニフェストのアーカイブ化とWordfishによる政党位置の推定（1996年～2017年）」日本政治
学会 2019年度総会・研究大会、ポスターセッション、成蹊大学、2019年 10月 6日。 
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